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（Hylocomium splendens）は、Pleurozium schreberi、Ptilium crista-castrensisと共に feather mossと呼ばれ、広く周極
域の林床の有機物層を構成するコケである。特に H. splendensは、枝が年に１段階ずつ階段状に成長する特徴を持
ち、年毎の成長量を把握することができる。また、H. splendens は広く周極域に見られる種であるが、全く見られ




林 4 地点（N65°W147°）、中央シベリアクラスノヤルスク州トゥラのカラマツ林 5 地点（N64°E100°）、カ
ナダ北西準州ウッドバッファロー国立公園内のジャックパイン 3 地点およびクロトウヒ林 3 地点（N60°
W112°）でおこなった。各調査地点において、5mのラインを 4本以上設置した後、ライン上に見られるコケおよ
び地衣類の種類を同定して、それぞれの分布割合を調査して、H. splendens の被覆率を算出した。また各調査地点








間成長速度は 0.3～221 g m-2 y-1と推定され、被覆率が高く、年間伸長量が大きい地点では、樹木による年間リター
フォール量に匹敵する量であることが明らかになった。 
                                                                                           
